
 
文部科学大臣表彰  学校保健（個人） 

① 名 前 
ふりがな     おおいし    ただし  （男） 

氏 名  大 石  忠 （８０） 

② 勤続年数 ４７年 １１月 
 （平成２６年１１月６日現在） 

③ 職 名    学校歯科医 

④ 公職歴  （平成２６年１１月６日現在） 

在 職 期 間 事      項 在職年数 

昭和４１年１２月から 

現在まで 
長崎県立ろう学校 学校歯科医 ４８年１１月 

昭和５７年 １月から 

平成１３年３月まで 

 

長崎県立大村高校 学校歯科医 

 

 

１９年 ３月 

 

昭和５７年 １月から 

平成１３年３月まで 

 

長崎県立大村高校定時制 学校歯科医 

 

 

１９年 ３月 

 

昭和５７年１１月から 

平成１６年３月まで 
大村市立竹松小学校 学校歯科医 ２１年 ５月 

昭和５７年１１月から 

平成１６年 ３月まで 

 

大村市立竹松幼稚園 学校歯科医 

 

 

１８年 ５月 

 

平成元年４月から 

平成２１年３月まで 
大村市立竹松保育所 嘱託歯科医 ２０年 ０月 

⑤ 主な功績 

○ 昭和４１年以来、学校歯科医として永年にわたり、児童・生徒の歯の健康

増進のために学校保健管理に献身的に専念するとともに、長崎県の教育

に大きく貢献をし、平成４年に長崎県学校保健会表彰（永年功労）、平成１

３年に長崎県教育委員会表彰（永年勤続功労）、平成１５年１１月には長崎

県民表彰（教育文化功労）を受賞した。また、平成１９年１１月には、永年に

わたり児童・生徒の健康管理、保健教育に努め、学校保健の普及と向上

に尽力し多大な成果をあげ、長崎県学校保健会表彰（特別功労）を受賞し

た。 

 

○ 昭和５７年から平成２１年３月まで大村市内の複数の学校（園）において歯

科校（園）医として活躍され、地域住民の信望も厚い。また、ブラッシング等

の指導で幼児児童生徒の口腔の衛生管理に努め、平成２４年度は大村市

学校保健会から「よい歯の学校」の表彰を受けた。なお、現在も継続して学

校歯科医として活躍している。平成６年から現在まで大村・東彼歯科医師

会の顧問として、後輩等の指導にあたっており、県央地区における学校保

健に対する功労も大きい。 

 



文部科学大臣表彰  学校保健（学校） 

① 学校名 対馬
つし ま

市立
しり つ

大船越
おおふなこし

小学校
しょうがっこう

 

② 校長名 山 口 徳 男（やまぐちのりお） 

③ 学校等の
規模 

教職員数 １３名  児童数  ８８名 

④ 現住所 
  電話番号 

長崎県対馬市美津島町大船越５６３ 
                ℡（０９２０）５４－２３８９ 

⑤ 主な取組 

望ましい生活習慣の定着を基に、体力や心力の向上と関連し合いながら、総合的な学力の

向上を目指している。調整のとれた生活リズムの継続、手洗い、うがい及び歯磨きの励行等の

健康的な生活習慣を身につけさせる指導を行うとともに、日々の保健活動や体力つくり、給食

指導などを相手や周りと関わりをもちながら、計画的に実践することで、児童は、自己の体調管

理や健康増進、他者とのかかわり合いなどの能力を高め、その力が授業や家庭学習、自主的

な学習に効果的にはたらき、総合的な学力の向上につながっている。また、逆に総合的な学

力は、健康的な生活習慣や運動等の改善・工夫や判断力及び実践力の向上につながり、体

力や心力の高まりも見られる。 

 さらに職員が意識して、体力、学力、心力を関連付けて指導し、家庭や地域に働きかけること

により、学力向上ばかりでなく、保健に対する家庭や地域の理解も深まり、連携も図られてい

る。 基本的な考え方を職員が共有し、家庭や地域と連携して、組織的、総合的に取り組むこ

とで、児童のよりよい変容が見られる。 

○計画的な運動、仲間と体を動かす楽しさを味わう運動、運動後の手洗いとうがいの徹底

指導 

     ・年間で２４０km 走破を目指し、対馬一周マラソンを毎年度実施。 

・日々の体力つくりの成果を確認するとともに、保護者や地域の運動に対する関心を高

めることを目的として、持久走大会を開催。 

・体力の向上、運動の日常化、仲間意識の向上を目指し、なわとび大会を実施。 

○歯磨き指導 

 ・給食指導後、カラーテスターを使った指導。平成２４年度からは、歯磨き指導の前後

の写真を使い、個人カードを作成し、児童の指導と保護者への啓発。 

○学校保健委員会と児童の活動 

 ・地域や学校の環境保全・浄化を目指し、児童も協力してＥＭだんごを作製。 

○ＰＴＡの活動 

 ・毎年度講師を招聘し講話会を開催。(アレルギー 感染症 歯科衛生 ネット 熱中症 

食育など) 

○フッ化物洗口の実施に向けた取組 

     ・３年後の実施に向け、第４学年以下の児童のブクブクうがい練習、説明会や研修の

開催、予算措置の要望等について計画を立てて実施。 



 
文部科学大臣表彰  学校安全（学校） 

① 学校名 壱岐
い き

市立
しり つ

三島
みし ま

小学校
しょうがっこう

 

② 校長名 大堀 隆智 （おおほりたかとも） 

③ 学校等の
規模 

教職員数 １４名  生徒数１７名 

④ 現住所 
  電話番号 

長崎県壱岐市郷ノ浦町大島８１５番地 
                ℡（０９２０）４７－０１３６ 

⑤ 主な取組 

学校教育目標「自ら学び、自ら考え、主体的に行動できる 人間性豊かなたくましい児

童の育成」を掲げ、「やさしく かしこく たくましい三島っ子」を合言葉にして、心身ともに

健康な児童の育成に努めている。 

 学校安全に関しては、毎月の安全点検結果をもとに、少しでも気になるところや危険な

場所に対する対応、児童に対する指導を早急、かつ確実に行っている。また、話し合った

結果をすぐに全職員で共有し、安全・衛生・危機管理に関する意識を高く保ちながら教育

活動を行っている。 

 ３つの島に、本校と２つの分校という特殊な教育環境であり、また、島内に信号機が一つ

もない地域であるが、ここ数年間、児童が被害者となった交通事故は一件も起きておら

ず、地域ぐるみで児童の安全を見守っている。 

 

○学校安全計画に基づいて、年間３回(１学期：火災、２学期：地震または不審者、３学

期：予告無し火災）の避難訓練を行っている。また、関係機関との協力体制を図るた

め、消防署の方にも来島してもらい、避難訓練の指導を受けている。 

   

○安全管理マニュアルを毎年、年度当初に再チェックし、職員の役割分担の確認、事

故発生時の危機管理等、学校事故への対応を職員で共通理解している。 

  

○年々地域の高齢化が進み、島内の環境整備に人手が足りない現状の中、島内クリ 

ーン活動に積極的に取り組み、ゴミのない地域作りに貢献している。その際、通学

路点検や地域の安全確認を行っている。 

    また、スクールガードリーダーによる学校・通学路点検も継続的に実施している。 

   

○６年生全員が壱岐市の交通少年団に所属し、高い規範意識をもって日頃の交通安

全に取り組んでいる。 

  

○海が間近にあり、常に水難事故の危険があるため、海上保安署の方に協力を依頼 

し、緊急時の対応について指導を受けている。 

  



 
文部科学大臣表彰  学校安全ボランティア活動奨励賞（団体） 

① 団体名 大村
おおむら

市立
しり つ

大村
おおむら

小学校
しょうがっこう

子宝
こだから

見守り隊
みまも り た い

 

② 代表者名 松尾 忠喜（まつおただき） 

③ 団体の 
  規模 

会員数 ６０名  

④ 現住所 
  電話番号 

長崎県大村市玖島１丁目６１番地 
                ℡（０９５７）５３－７１１７ 

⑤ 主な取組 

 

○ 大村小学校区青少年健全育成協議会、学校周辺在住のスクールガード、校区内

の各町内会長及び本校ＰＴＡ会員のスクールガード（有志）で構成されている。 

○ 児童の登校時間帯（７：００～８：１５）に通学路の交差点、横断歩道、鉄道踏切及び

幅員の狭い道路での児童の誘導及び支援。 

○ 台風接近等による緊急集団下校時及び不審者出没時の誘導及び支援。 

○ 下校時間帯（１５：３０～１６：３０）での歩行による安全パトロール。 

○ 毎月の集団下校時における校内外巡視。 

○ 登校・下校時における児童の様子を本校へ情報提供。 

○ あいさつ励行の立哨指導。 

○ 本校学校支援会議等への出席協力。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

文部科学大臣表彰  学校安全ボランティア活動奨励賞（団体） 

① 団体名 散歩
さん ぽ

の
の

会
かい

雲仙
うんぜん

小学
しょうがっ

校区
こう く

 

② 代表者名 岡村 宣広（おかむらよしひろ） 

③ 団体の 
  規模 

会員数 ９名  

④ 現住所 
  電話番号 

長崎県雲仙市小浜町雲仙３８６番地   
                ℡（０９５７）３７－２１０８ 

⑤ 主な取組 

○天候に関わらず、毎朝、校門付近と登校途中の要所に立ち、雲仙小学校の全ての子

どもたちが、安全で安心して登校できるよう見守り、声をかけている。登校が遅れてい

る子どもに対しても、最後まで安全を確認している。さらに、一人でも通っていない子

どもがいたときは、学校へ電話連絡を行っている（欠席や車での送迎のケース）。 

  

○天候に関わらず、下校時刻には校門付近へ集合し、子どもたちの集団下校に同行

（最大約２ｋｍの道のり）している。また、子どもたちが元気にあいさつを返すように、自

らも「お帰りなさい」と大きな声をかけている。 

  

○学校からは、子どもの下校時刻をまとめた表を毎月、作成・配付し、「散歩の会」の皆

さんが確実に登下校を見守ることができるような体制ができている。 

 

 
 


